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要　旨
　　看護基礎教育の初期段階から，他者と直接かかわるとはどういうことなのか，他者の健康に責
　任をもつとはどうすることなのかを現実的に学ぶ機会を学生に提供したいと願い，看護基本技術
　の修得を目的とした2年次前期の演習科目に模擬患者を活用し，教育実践を行った．この教育実
　践の中で，模擬患者とのかかわりが学生に大きな認識の発展をもたらしたと筆者らが実感した事
　例を取り上げ，そこにどのような学生の認識の発展の必然性があったのかを検討した．
　　その結果，学生は，模擬患者への看護体験において，模擬患者がつくり出す現実に否応なく巻
　き込まれ，感情を揺さぶられる体験をしており，教員のコメントおよび模擬患者からのフィード
　バックによって，その感情の揺らぎを自覚させられ，それに対する自身の判断および行勤を意識
　化させられていた．一方，教員は，模擬患者のつくり出す模擬状況の中で起こったそれらの現実
　から，その時点の学生の看護する力を読み取り，それをより発展させる方向へと意図的なかかわ
　りをしていた．模擬患者は，そうとは明確に意識していないながらも，自らつくり出した模擬状
　況において湧き起こった自身の感情を，模擬患者を演じながら自覚できる力量の持ち主であり，
　また，それを他者のために記憶し忠実に再現できる力量の持ち主であった．
　　これらの諸条件がそろったことが，本教育実践において，学生の認識の発展がもたらされた必
　然性であったと考えられた．
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　　　　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　　　に活用してきた．
　看護は，他者と直接かかわりその人の健康に責　　　　今回，その教育実践の中で，模擬患者とのかか
任をもつ仕事である．看護する力は，直接体験な　　　わりが学生に大きな認識の発展をもたらしたと実
しには身につけることができないものであるが，　　　感した事例を経験した・通常・模擬患者は筆者ら
その力が未熟な段階にある者が，自らの学習のた　　　の教育的意図を充分理解している元教員等に依頼
めに，実際に看護を必要としている人びとに直接　　　しているが，今回の事例において模擬患者を依頼
かかわることはできない．この矛盾を調和的に解　　　したのは，元教員ではなく，摸擬患者としての専
決し，学習の初期段階から他者と直接かかわると　　　門的訓練も受けていない近隣医療機関の看護管理
はどういうことなのか，他者の健康に責任をもつ　　　者であった．すなわち・本事例は・この模擬患者
とはどうすることなのかを現実的に学ぶ機会を学　　　のもつ個別的な条件にも規定された教育実践であ
生に提供したいと願い，筆者らは，看護基礎教育　　　ると考えられる．しかし，そこに潜む学生の認識
において模擬患者（Simulated　Patient）を積極的　　　の発展の必然性を明らかにすることができれば・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後の摸擬患者の活用をより効果的なものとして
1千葉大学看護学部基礎看護学教育研究分野　　　　　　いく上で意味ある素材となるのではないかと思わ
1　Chiba　University，　School　of　Nursing　　　　　　　　れた．そこで，この一連の教育実践を報告し，そ
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こにどのような学生の認識の発展の必然性があっ　　　は，（学習成果発表〉という演習形式の個別指導
たのかを検討することとした．　　　　　　　　　　である．これはすでに修得した看護基本技術を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使って設定された条件下にある患者を看護する，
　　　　E．模擬患者を活用した教育実践　　　　　　というものである．図2に〈学習成果発表〉の実
1．模擬患者を導入した授業科目の位置づけ　　　　　際の様子を撮影した写真を示した．
　今回報告する教育実践は，看護基本技術の修得　　　2．模擬患者を活用した演習場面の実際
を目的とした2年次前期の授業科目の一部であり，　　　次に，模擬患者とのかかわりが学生に大きな認
この授業は，（自己学習一グループ学ew－一個別指　　　識の発展をもたらしたと実感できた演：習場面を紹
導『自己評価〉システム1｝によってすすめている．　　介する．このときの演習課題は，『臥床している
図1はそのシステムの概要である．学生は，学習　　　模擬患者の援助の必要性を見極め，足浴を行う』
計画にそって自己学：習（①）を行い，その成果を　　　というものであった．患者は，入院以来ベッド上
5～6名つつ編成されたグループに持ち寄ってグ　　　で生活していたが，最近ベッド周囲までの歩行の
ループメンバーそれぞれの力を活かし合いながら，　　許可がでたばかり，と設定とした，模擬患者は，
グループ学習（②）で看謹技術の修得にとり組む．　　協力の得られた近隣…医療機関の看護管理者に依頼
この過程では，必要に応じて教員の個別指導（③）　　し，学生とは初対面であった．発表グループから
を受けながら技術の修得レベルを高めていく．各　　　代表の学生1名が看護者になり，代表以外の学生
技術項目の学習を終えるときには，必ず自己評価　　　は，ベッド周囲で状況を観察しており，グループ
（④）を行って実習記録を提出し，自己評価能力　　　の学生1名が演習状況をビデオ録画している．
を高めていく、この授業には複数の教員が参加し，　　チェッカーは，これまで3ケ月間このグループの
それぞれいくつかのグループを担当しながら指導　　　指導を担当してきた教員であり，この演習場面の
にあたるチームティーチング制をとっているため，　　観察およびその後の個別指導を担当した．表1は，
毎回の授業の後のスタッフミーティングで学生へ　　　この時教員が注目した演習場面の実際を抜粋し，
の指導の経過を報告し合い，その結果は次回の一　　　記述したものである．
斉授業や個々の実習記録へのコメントを通して学　　　3．演習後に提出された実習記録およびそれに対
生にフィードバックする．　　　　　　　　　　　　する教員の個別指導
　本システムでは，グループ学習で修得した看護　　　　発表グループの代表として模擬患者に看護を
技術を，看護専門職者として要求される水準にま　　　行った学生が演習後に提出した実習記録の抜粋を
で高めるために，さまざまな技術チェックや発表　　　表2に示す．チェッカーとして演習場面を観察し
の場を設けているが．模擬患者を導入しているの　　　ていた教員は，演習後に提出されたこの実習記録
　　　　　　　　　学生　　　　　　　　　　　　教員
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図1　〈自己学習一グループ学習一個別指導一自己評価〉システムによる授業展開1］
　　　（網かけは授業時間内の活動）
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を読んで，以下のように評価した．　　　　　　　　合ったとしても，まずは目の前のその人の健康状
　看護とは，人びとがよりよい健康状態に向かっ　　　態の事実に関心を寄せ，どのような援助の必要性
て生活することを支援する仕事であることから，　　　があるのかを見きわめる力を要求される．しかし，
看護専門職者としては，どのような人と向かい　　　実習記録の記述から，この学生は，この患者の状
態に関心を寄せるというより，自分の提供しよう
とする足浴という行為によい印象をもってもらお
うとして，関わっていたことがわかる．また，患
者の健康状態がよりよい方向に変化したからでは
なく，足浴によい印象をもってもらおうという自
身の目標に合致していたかどうかで，自身の行っ
た行為を評価しており，まだ看護専門職者として
の評価の規準を身につけていないと読み取ること
ができた．
　そこで，教員は，この実習記録の「足浴は効果
的なものである」，「その点から考えると，看護に
図2　学習成果発表の実際の様子　　　　　　なっていたのではないかと思う」という部分に下
表1　演習場面の実際（抜粋）
ST：臥床している患者に「以前はベッドの上で足浴をしたと思うんですが，最近歩けるようになったの
　　で，ベッドから降りていただいて，椅子に座ってやりたいと思うんですが……」と声をかける
SP：「せっかく歩けるようになったんだから，シャワーの方がいいな，私」
ST：少し困ったような顔をして「シャワー浴も順番が決まっているので……」と答える
SP：「私，待ってる，待ってる1」と言う
ST：「お医者さんに確認をとったところ，まだシャワーするほど体の状態がよくないので……」と伝える
SP：ベッドから起き上がろうとし「めまいがするのよね一，時々歩くときも……だからよろしくね」と
　　学生に言う
ST：小さく　「はい……」と答える
SP：「こんな体だけど，めまいがするのよ」と言う
ST：患者の言葉には答えず，黙ってベッドから起き上がって患者が椅子に移動するのを支える
SP：ベッドサイドの椅子に腰掛け，足を洗面器の湯につけ，「入院する前はよく行ったのよ，近所にこう
　　いうことしてくれるところがあって．足のマッサージとか．だから，大好きなの，足洗ってもらう
　　のが．」と話し始める
ST：ピッチャーでお湯をかけながら「すいません，お湯熱いですか？」と声をかける
SP：「ちょっと熱いかもしれない，お湯かけられると．」と答える
ST：患者の足を洗面器から出して石けんでこすりながら洗っている
SP：足を洗っている学生の様子をみながら，「私ねえ，アキレス腱切ったんだけどわかる？」と学生に話
　　しかける
ST：「えっそうなんですか？　わからなかったです．大丈夫ですか？」と答える
SP：「大丈夫，もう何年か経ったから……」という
ST：「そうなんですか……手術したんですか？」とたずねる
SP：「ギプスで治したの．でも歩き始めはね，つっぱるのよ．だからこうやって温めてもらうときっとい
　　いんだわね．ちょっとつ◆っばってたからね，とても今はね，気持ちいい……」という
ST：「あっそうですか……」といい，また石けんをつけたタオルで足をこすりはじめる
（足を洗い終え，患者がベッドに戻るのを手伝った後）
ST：掛け物をととのえながら「お疲れさまでした」と声をかける
SP：「どうもありがとう」と応じる
（演習終了）
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線を引き，それぞれ「その人にとってどのような　　　5．再提出された実習記録に対する教員の評価
点で効果があると考えたのですか？」「どのよう　　　　再提出された実習記録から，教員として次のよ
な患者の事実から，この目標が達成されたと判断　　　うな内容を読み取った．
したのですか」とコメントを書き入れ，学生に返　　　　まず，「歩行を始めたばかりの患者さんに対し，
却した．併せて，模擬患者からフィードバックさ　　　足浴はどういった点で効果的なのか，自分が実際
れたコメント（表3）を学生に渡し，読むように　　　に患者さんに対して足浴を行っているのに，頭に
伝えた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描けていなかった」という記述から，目の前の患
4．指導後の学生の反応および再提出された実習　　　者の健康状態やその人にとってのよりよい状態を
　記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思い描かないままかかわりを始めたことに，この
　模擬患者からのコメントを読んだ学生は，授業　　　学生は，自身で気付くことができたと読み取った．
終了後に教員を追いかけてきて「先生，先日出し　　　　また，「『私ねえ，アキレス腱を切ったんだけど
た私のレポート，書き直してきていいですか」と　　　わかる？』と言われ，正直私は動揺した．足を拭
自ら声をかけてきた．その後，この学生から再提　　　きながら，どこを持ったらいいかよく分からなく
出された実習記録の抜粋を表4に示す．　　　　　　なってしまったし，頭の中は白紙状態だったと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う．」という記述から，学生は，患者の言葉に対
表2　演習後に学生が提出した実習記録（抜粋）
　私達の班は，今回の看護の目標を，1．不快な思いをさせずに足浴は効果的なものである，という印象を与
えたい　2．その為には「気持ちいい1またやりたい1」という印象を与えたいと設定した．
その点から考えると，看護になっていたのではないかと思う．
表3　模擬患者からフィードバックされたコメント
　歩行を始めて数日たつので，そろそろお風呂に入りたい気持ちがあったが，言い出せずにいた．看護師に足
浴しないかと声をかけてもらつたことがきっかけで，それをやっと言い出せた．しかし，順番のこととか，医
師の許可のこととか言われてしまい，ちょっと不本意であった．
　ベッドから降りようと動きはじめたら，めまいを感じた．初めて見る看護師だったので，このことをわかっ
てもらっておいた方がよいと思ったので「めまいがする」と伝えておいた．
　アキレス腱の話は，私が今回の入院で歩き始めたときどんな体験をしたのか，看護師にわかってもらいたい
と思って話した．アキレス腱を切っていることは，足首を触ってもらえれば，すぐにわかるはずだと思う．
石けんを使ってもらったが，石けんを使ってきれいになったという感じがぜんぜんしなかった．なぜあんな
にちょっとしか石けんをつけないのだろう？
　肩が凝って，だんだん疲れてきたので，そのようなポーズをとってみた（肩をまわしたり，首をまわしたり）
が，看護師は気付かなかったようだ．
表4　再提出された実習記録の記述（抜粋）
　歩行を始めたばかりの患者に対し，足浴はどういった点で効果的なのか，自分が実際に患者さんに対して足
浴を行っているのに，頭に描けていなかった．練習しているときに患者役の人に「気持ちいい」と言われると，
その一言がどういう状況からでてくるのかということは考えず，「爽快感が得られた」と思い込もうとしてい
たのかもしれない．
　「私ねえ，アキレス腱を切ったんだけどわかる？」と言われ，正直私は動揺したt足を拭きながら，どこを
持ったらいいかよく分からなくなってしまったし，頭の中は白紙状態だったと思う．でも，振り返ってみれば，
今は完治しているわけだから，むしろ足浴は○○さんにとってなおさら効果的なものなのではないかと考える
ことができる．なぜなら，以前アキレス腱を切った周辺の組織の体液の循環は，治ったといっても，あまりよ
くないであろうことを想像するからだ．
　患者さんがいろいろと話しかけてきたことについて，私は，なんでこんなに話しかけてくるのかなあ，と思
う反面，元気だな，と少し安心したりしていた．だから，患者さんの気持ちを読もうと意識することはなく，
ほとんどの話を流すように聞いていた．私は自分が日頃から普通にコミュニケーションがとれていると思って
いたが，それは大きな勘違いである．
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して湧き起こった自身の感情を自覚し，それに対　　　ら描く看護の目標に照らして自己評価することも
する自身の行動を，具体的に思い起こし始めたこ　　　できていない．
とがわかる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上より，この学生に対しては，患者の言葉の
　そして，「今は完治している」という患者の事　　　断片から，患者の置かれた現実へと意識的に関心
実に目が向き，さらに「以前アキレス腱を切った　　　を向けていく力をつけること，および，自身の行
周辺の組織の体液の循環は，治ったといっても，　　　為をその人の位置から描く看護の目標に照らして
あまりよくないであろう」と，患者の体の内部構　　　評価する力を身につけていくことが，今後の教育
造に目を向けることによって，その人の健康状態　　　上の課題であると確認することができた・
を予測し，「むしろ足浴は○○さんにとってなおさ
ら効果的なものなのではないか」と，その人を，よ　　　皿．学生の認識の発展がもたらされた必然性
りよい健康状態に向かって援助する手だてとして　　　　本教育実践を改めて振り返ってみると，学生は，
足浴を位置づけることができていることがわかる．　　模擬患者への看護体験において，模擬患者がつく
　つまり，この学生の認識は，他者と直接かかわ　　　り出す現実に否応なく巻き込まれ，感情を揺さぶ
り，他者の健康に責任をもつとはどうすることな　　　られる体験をしていたことがわかる．さらに，教
のかを看護職者として現実的に考えはじめるとい　　　員のコメントおよび模擬患者からのフィードバッ
う方向に発展しているといえる．　　　　　　　　　　クによって，その感情の揺らぎを自覚させられ1
　一方，実習記録の記述より，この学生が看護専　　　それに対する自身の判断および行動を意識化させ
門職者として成長していく上での今後の課題も見　　　られていた．一方，教員は，摸擬患者のつくり出
出すことができた．　　　　　　　　　　　　　　　す模擬状況の中で起こったそれらの現実から，そ
　まず，「患者さんがいろいろと話しかけてきた　　　の時点の学生の看護する力を読み取り，それをよ
ことから，患者さんの気持ちを読もうとする意識　　　り発展させる方向へと意図的なかかわりをしてい
はなく，ほとんど流すように聞いていた」という　　　た．模擬患者は，そうとは明確に意識していない
記述から，この学生は，他者とのコミュニケー　　　ながらも，自らつくり出した模擬状況において湧
ションにおける自身の傾向には気付いているよう　　　き起こった自身の感情を，模擬患者を演じながら
に思われる．しかし，患者が「歩けるようになっ　　　自覚できる力量の持ち主であり，また，それを他
たのだからシャワーの方がいいな」といったこと　　　者のために記憶し忠実に再現できる力量の持ち主
も，動き始めて「めまいがするのよね一」と言っ　　　であった．これらの諸条件がそろったことが，本
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ろいうと話しかけてきた」という一言でまとめて　　　らの点を意識した教育実践を重ね，模擬患者を活
しまっており，患者の言葉から，患者の置かれた　　　用した看護学教育の質を高めていきたいと考えて
現実へと，意識的に関心を向けていないことがわ　　　いる．
かる．例えば，「歩けるようになったのだから　　　　なお，本報告に紹介した実習記録および写真に
シャワーの方がいいな」という患者の言葉からは，　　ついては，学生に掲載の許可を得ている．
入院以来どのくらい清潔が行き届いていないこと
に耐えている人なのかということや，清潔が行き　　　文．献
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